
〔 第 二 南 道 橋 〕基準点座標一覧表

点  名 Ｘ座標 Ｙ座標

T-1 127960.836 81430.221
T-2 127970.628 81426.524

補修工種一覧

補修工種 補修材料

1上部工補修工

ポリマーセメントモルタル断面修復工

補修箇所

ケイ酸塩系表面含浸剤表面含浸工

ゴム製後付水切材水切工

エポキシ樹脂ひび割れ充填工

2下部工補修工

石積モルタル詰工

地下排水工

セメントモルタル

角形じゃかご

河床コンクリート

A1・A2

上流側呑口部

底板

床版下面

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 1　 /　 1 1

徳島県東部県 土整備局（吉野川庁 舎）

図 示

橋梁補修計画一般図

板野郡上板町泉 谷（第二南道橋他）

（主）石井引田線

Ｒ６吉土 　石井引田線（第 二南道橋他）

上板・泉 谷　橋梁補修工事（ 担い手確保型）

側 面 図
Ｓ＝1 : 5 0

平 面 図
Ｓ＝1 : 5 0

　断面修復工
　表面含浸工
　水切工
　ひび割れ充填工　石積みモルタル詰工

　地下排水工（河床コンクリート）

　地下排水工（河床コンクリート）

　地下排水工（角形じゃかご）

　ひび割れ充填工

　断面修復工
　表面含浸工
　水切工

〔右岸:石井側〕

〔左岸岸:引田側〕
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　地下排水工（角形じゃかご）

　地下排水工（河床コンクリート）

　地下排水工（角形じゃかご）

　地下排水工（河床コンクリート）

　石積みモルタル詰工

　石積みモルタル詰工

至 引田

至 石井

※現地試験結果より想定

※現地試験結果より想定

　水切工 　水切工　断面修復工
　表面含浸工
　ひび割れ充填工

橋梁補修 計画一般図
〔 第 二 南 道 橋 〕

下 部 工 断 面 図
Ｓ＝ 1 : 5 0

上 流 側 断 面 図
Ｓ＝1 : 3 0
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当 初 図 面
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橋長：2670

320 2030 320

橋長：2670

1上部工補修工

2下部工補修工
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S＝1:1

（平均1ｍｍ）

上 部工補修計画図

〔 第 二 南 道 橋 〕

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 2　 /　 1 1

徳島県東部県 土整備局（吉野川庁 舎）

図 示

上部工補修計画図

床版平面図 ※上方からの鳥瞰図

S=1:20

※現地試験結果より想定

※現地試験結果より想定

A=0.15×0.25=0.038m2 A=(0.60+0.551)×0.75/2=0.432m2

A=1.00×0.55=0.550m2

A=0.382m2（CAD計測）

A=0.60×0.40=0.240m2 A=(0.50+0.493)×0.20/2=0.099m2

断面修復工 詳細図

　
　

t
=
5
0
m
m

床版主鉄筋径：φ1 1 . 2 ( 調査結果)

※実測値

（深さ1 0 m m ）（ポリマーセメントモルタル）

3
5
m
m
と

想
定

コンクリートはつり工 
注)鉄筋位置において内部鉄筋腐食が確認された場合は、腐食鉄筋のケレン作業が確実に行える位置まではつりを行うこと。
　※設計数量の算出は、現地調査結果より鉄筋までの純かぶり35mm程度、主鉄筋径を実測値φ11.2と想定して50mmで設定している。

　【施工手順（断面修復工）】
　　1.カッター工
　　　深さ10mm程度の切込みを入れる。
　　2.はつり工
　　　はつり作業は健全なコンクリートへの影響を避けるため、
　　　ピックハンマ等により慎重に作業を行い、作業後には周辺
　　　部に浮きが生じていないことを確認する。
　　　はつり範囲は原則として「計画図」に示す範囲とするが、
　　　劣化部が確認された場合は、状況に応じて範囲を拡げる。
　　3.鉄筋ケレン錆除去工（ケレン）
　　　ワイヤーブラシ等を用いて鉄筋表面の錆を落とす。
　　4.鉄筋防錆処理工
　　　錆落としを行った鉄筋表面に刷毛を用いて鉄筋防錆材を塗
　　　布する。
　  5.断面修復工（左官工法）
　　　ポリマーセメントモルタルをコテ塗りし、当初形状に戻す。
　　　※使用材料は監督員に確認の上決定する。
　　　※1層あたりの施工厚さはモルタルの付着性，材料特性を考
　　　　慮して設定する。（標準施工厚さ：20～30mm）
　　　※鉄筋の背面に空隙を残さないよう注意する。
　　　※修復後の鉄筋被りが少ない組立鉄筋等は、内側に折曲げて
　　　　極力被りを確保する。

補修箇所
補修断面形状 補修断面積

D 1 0.038

(m) (m2)

補修数量表－１（断面修復工）

0.15×0.25

断面修復工面積　A=1.827m2

断面修復工体積　W= 0.091m3

※断面修復厚50mmと設定

表面含浸工 詳細図
ケイ酸塩系表面含浸工

補修断面積(m2)
  ※CAD計測

H 1 7.100

表面含浸工面積：A=7.100m2

補修数量表－２（表面含浸工）

補修箇所

床版

H1=床版-(ΣD1～D7)
  =7.100m2（CAD計測）

D 2 0.432(0.60+0.551)×0.75/2

D 3 0.382CAD計測

D 4 0.5501.00×0.55

D 5 0.2400.60×0.40

D 6 0.086(0.34+0.35)×0.25/2

D 7 0.099(0.50+0.493)×0.20/2

D6：断面修復工
A=(0.34+0.35)×0.25/2=0.086m2

上部工断面図

S=1:20

※断面修復工施工箇所は控除

上部工（床版下面）

清　　　　掃

プライマー塗布

ひびわれ面のＵカット

施 工 フ ロ ー

充填材を充填

仕　上　げ

養　　　生

ひび割れ充填工 詳細図

使用材料区分 標準設計量

プライマー 0.15kg/m2

ポリマーセメント系 1800kg/m3

エポキシ樹脂系 1700kg/m3

幅b(mm)

HJ 1 3.0

延長L(m)

1.45

補修部位 規格

エポキシ樹脂系

ひび割れ充填工延長 合計 L=1.45m

補修数量表－４（ひびわれ充填工）

プライマーおよび充填材の標準設計量は
上表のとおりとする。

(エポキシ樹脂系）

HJ1：L=1.45m

〔 第 二 南 道 橋 〕

補修数量表－３（水切工）

水切工 詳細図 S=1:10

※接着剤数量：1200kg/m3×0.001m×0.025m×1.15×Ｌ＝0.0345Ｌ

補修材料

水切工

補修箇所

接着剤

上流側

下流側

L1=2.006m

L2=2.056m

補修数量

W1=0.069kg

W2=0.071kg

補修数量

合計

L=4.062m

W=0.140kg
上流側

下流側

※上流側の水切工は上流側の堆積土石を撤去後に設置を行うこと
　堆積土石の撤去は「下部工補修計画図（２）」を参照

上流側 下流側

下地処理

ケイ酸塩系表面含浸材

1回塗り 0.20kg/m2

工程 使用材料 標準塗布量 塗装方法

下地処理

1回塗り

- - サンダーケレン等

刷毛

ローラー刷毛

0.20kg/m2表面含浸材

（1液性)

ケイ酸塩系

にさらされないように養生。

以下であることを確認してから作業を行う。

養生工 塗布完了後48時間は、塗布面が直接雨等

標準塗布量（0.20kg/m2 ）を1回塗布。塗布・含浸工

コンクリートの表面含水率を測定し、8%表面含水率の測定

塗布面に付着している・ほこり等を除去。下地処理工

施工フロー

当 初 図 面

板野郡上板町泉 谷（第二南道橋他）

（主）石井引田線

Ｒ６吉土 　石井引田線（第 二南道橋他）

上板・泉 谷　橋梁補修工事（ 担い手確保型）
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D1：断面修復工 D2：断面修復工
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下部工補修計画図（１）

〔 第 二 南 道 橋 〕

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 3　 /　 1 1

徳島県東部県 土整備局（吉野川庁 舎）

図 示

下部工補修計画図（１）

下 部 工 正 面 図
Ｓ＝1 : 5 0

〔右岸:石井側〕
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33

34

35

36

37

38

石積空隙 モルタル詰工
面積A

(m2) (m) (m3)

平均深さL 体積W

0.004 0.100 0.00041

0.005 0.100 0.00052

0.001 0.100 0.00013

0.007 0.100 0.00074

0.006 0.100 0.00065

0.024 0.100 0.00246

0.003 0.100 0.00037

0.005 0.100 0.00058

0.001 0.100 0.00019

0.002 0.100 0.000210

0.006 0.100 0.000611

0.005 0.100 0.000512

0.003 0.100 0.000313

0.005 0.100 0.000514

0.003 0.100 0.000315

0.002 0.100 0.000216

0.007 0.100 0.000717

0.002 0.100 0.000218

面積A

(m2) (m) (m3)

平均深さL 体積W

0.001 0.100 0.0001

0.004 0.100 0.0004

20

0.006 0.100 0.0006

21

0.006 0.100 0.0006

22

0.007 0.100 0.0007

23

0.001 0.100 0.0001

24

0.001 0.100 0.0001

25

0.003 0.100 0.0003

26

0.001 0.100 0.0001

27

0.002 0.100 0.0002

28

0.003 0.100 0.0003

29

0.001 0.100 0.0001

30

0.004 0.100 0.0004

31

0.003 0.100 0.0003

32

0.003 0.100 0.0003

33

0.002 0.100 0.0002

34

0.001 0.100 0.0001

35

0.002 0.100 0.0002

36

0.002 0.100 0.000219 0.001 0.100 0.0001

37

38

0.0093 0.0052

0.0145合計

小計 小計

0.0200合計（ロス率50%程度考慮）

〔左岸:引田側〕

側 面 図
Ｓ＝1 : 2 0

至 石井

至 引田

〔 第 二 南 道 橋 〕

拡大図
S=1:5

L=100m
m

（1:2）

DL=170.000

DL=170.000

AS
R

AS
R

DL=170.000

当 初 図 面

板野郡上板町泉 谷（第二南道橋他）

（主）石井引田線

Ｒ６吉土 　石井引田線（第 二南道橋他）

上板・泉 谷　橋梁補修工事（ 担い手確保型）

石積空隙 モルタル詰工

平均深さ

面
積

A

モルタル詰め



下部工補修計画図（２）

〔 第 二 南 道 橋 〕

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 4　 /　 1 1

徳島県東部県 土整備局（吉野川庁 舎）

図 示

下部工補修計画図（２）

側 面 図
Ｓ＝1 : 5 0

平 面 図
Ｓ＝1 : 5 0

至 石井

至 引田

至 引田

至 石井

河 川 縦 断 図
Ｓ＝1 : 5 0

〔右岸:石井側〕
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〔左岸:引田側〕

角形じゃかご（パネルタイプ）

※現地発生石は極力再利用

W=1.20m3

〔H500×B1200×L2000〕

〔網目150-線径4-亜鉛メッキ仕様〕

河床コンクリート 詳細図

 W=5.85m2×0.15m=0.878≒0.9m3

〔 第 二 南 道 橋 〕
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当 初 図 面

板野郡上板町泉 谷（第二南道橋他）

（主）石井引田線

Ｒ６吉土 　石井引田線（第 二南道橋他）

上板・泉 谷　橋梁補修工事（ 担い手確保型）
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〔 第 二 天 狗 橋 〕

補修工種一覧

補修工種 補修材料

1上部工補修工

ポリマーセメントモルタル断面修復工

補修箇所

ケイ酸塩系表面含浸剤表面含浸工

ゴム製後付水切材水切工

2下部工補修工 土石除去工
角形じゃかご

床版下面

上流側

堆積土石撤去 河床

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 5　 /　 1 1

徳島県東部県 土整備局（吉野川庁 舎）

図 示

橋梁補修計画一般図

側 面 図
Ｓ＝1 : 5 0

平 面 図
Ｓ＝1 : 5 0

基準点座標一覧表

点  名 Ｘ座標 Ｙ座標

T-3 129080.561 80930.548
T-4 129091.782 80929.198

　断面修復工
　表面含浸工
　水切工

　土石除去工（堆積土石撤去）

至 引田
至 石井

　土石除去工（角形じゃかご）

　断面修復工
　表面含浸工
　水切工

〔右岸:石井側〕

〔左岸:引田側〕

1:2
.0

　土石除去工（角形じゃかご）

　土石除去工（堆積土石撤去）

　土石除去工（堆積土石撤去）

1:2
.0

　土石除去工（角形じゃかご）

※現地計測より想定

上 部 工 断 面 図
Ｓ＝1 : 3 0

　水切工 　水切工　断面修復工
　表面含浸工

橋梁補修 計画一般図
〔 第 二 天 狗 橋 〕

下 部 工 断 面 図
Ｓ＝1 : 5 0

崩土

233.47
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233.85 233.99

237.2234.75
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235.74
235.31
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235.01
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240.79
240.47
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241.39

241.57

241.54

241.97

241.05

ＡＳ

240.76 240.79

240.04 240.29

241.13

241.22

242.

241.42

241.78

240.67
241.33

243.86

242.96

242.92

244.01

240.24

240.93

240.81

243.54

244.18

243.28

242.95

243.21

T-3

T-4

KBM(T-3)H=240.547

A1L3.5

A2R3.5

河
川

名
不

明

AS R

ASR

CO

石積

石積

CO

AS R

DL=230.000

当 初 図 面

板野郡上板町泉 谷（第二南道橋他）

（主）石井引田線

Ｒ６吉土 　石井引田線（第 二南道橋他）

上板・泉 谷　橋梁補修工事（ 担い手確保型）

4
6
5
0

橋長：2650

1600535 515

橋長：2650

535 5151600

1上部工補修工

2下部工補修工

2下部工補修工

1上部工補修工

2下部工補修工

2下部工補修工

2下部工補修工

7
0
0

1
8
5
3

3
0
2
9

2
7
6
8

1
5
5
3

4
8
6

2下部工補修工

500 1200

500 1200

5
0
0

5
0
0

アスファルト舗装t=70mm

750 3700 200

4650

3
0
0

1上部工補修工 1上部工補修工1上部工補修工



S＝1:1

（平均1ｍｍ）

上 部工補修計画図

〔 第 二 天 狗 橋 〕

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 6　 /　 1 1

徳島県東部県 土整備局（吉野川庁 舎）

図 示

上部工補修計画図

床版平面図 ※上方からの鳥瞰図

S=1:20

断面修復工 詳細図

　
　

t
=
6
0
m
m

床版主鉄筋径：D 1 9 ( 調査結果)

（深さ1 0 m m ）（ポリマーセメントモルタル）

3
3
m
m
と

想
定

コンクリートはつり工 
注)鉄筋位置において内部鉄筋腐食が確認された場合は、腐食鉄筋のケレン作業が確実に行える位置まではつりを行うこと。
　※設計数量の算出は、現地調査結果より鉄筋までの純かぶり33mm程度、主鉄筋径をD19と想定して60mmで設定している。

　【施工手順（断面修復工）】
　　1.カッター工
　　　深さ10mm程度の切込みを入れる。
　　2.はつり工
　　　はつり作業は健全なコンクリートへの影響を避けるため、
　　　ピックハンマ等により慎重に作業を行い、作業後には周辺
　　　部に浮きが生じていないことを確認する。
　　　はつり範囲は原則として「計画図」に示す範囲とするが、
　　　劣化部が確認された場合は、状況に応じて範囲を拡げる。
　　3.鉄筋ケレン錆除去工（ケレン）
　　　ワイヤーブラシ等を用いて鉄筋表面の錆を落とす。
　　4.鉄筋防錆処理工
　　　錆落としを行った鉄筋表面に刷毛を用いて鉄筋防錆材を塗
　　　布する。
　  5.断面修復工（左官工法）
　　　ポリマーセメントモルタルをコテ塗りし、当初形状に戻す。
　　　※使用材料は監督員に確認の上決定する。
　　　※1層あたりの施工厚さはモルタルの付着性，材料特性を考
　　　　慮して設定する。（標準施工厚さ：20～30mm）
　　　※鉄筋の背面に空隙を残さないよう注意する。
　　　※修復後の鉄筋被りが少ない組立鉄筋等は、内側に折曲げて
　　　　極力被りを確保する。

表面含浸工 詳細図
ケイ酸塩系表面含浸工

補修断面積(m2)
  ※CAD計測

H 1 4.135

表面含浸工面積：A=4.135m2

補修数量表－２（表面含浸工）

補修箇所

床版

A=(1.20+1.238)×2.70/2=3.291m2

※現地計測より想定

上部工断面図

S=1:20

補修箇所
補修断面形状 補修断面積

D 1 3.291

(m) (m2)

補修数量表－１（断面修復工）

(1.20+1.238)×2.70/2

断面修復工面積　A=3.291m2

断面修復工体積　W= 0.197m3

※断面修復厚60mmと設定

上部工（床版下面）

※断面修復工施工箇所は控除

H1=床版-D1
  =4.135m2（CAD計測）

〔 第 二 天 狗 橋 〕

補修数量表－３（水切工）

水切工 詳細図 S=1:10

※接着剤数量：1200kg/m3×0.001m×0.025m×1.15×Ｌ＝0.0345Ｌ

補修材料

水切工

補修箇所

接着剤

上流側

下流側

L1=1.600m

L2=1.600m

補修数量

W1=0.055kg

W2=0.055kg

補修数量

合計

L=3.200m

W=0.110kg
上流側

下流側

上流側 下流側
A
1

A
2

下地処理

ケイ酸塩系表面含浸材

1回塗り 0.20kg/m2

工程 使用材料 標準塗布量 塗装方法

下地処理

1回塗り

- - サンダーケレン等

刷毛

ローラー刷毛

0.20kg/m2表面含浸材

（1液性)

ケイ酸塩系

にさらされないように養生。

以下であることを確認してから作業を行う。

養生工 塗布完了後48時間は、塗布面が直接雨等

標準塗布量（0.20kg/m2 ）を1回塗布。塗布・含浸工

コンクリートの表面含水率を測定し、8%表面含水率の測定

塗布面に付着している・ほこり等を除去。下地処理工

施工フロー

当 初 図 面

板野郡上板町泉 谷（第二南道橋他）

（主）石井引田線

Ｒ６吉土 　石井引田線（第 二南道橋他）

上板・泉 谷　橋梁補修工事（ 担い手確保型）

25

2
0エポキシ樹脂接着剤

5
1
5

1
6
0
0

5
3
5

上
流

側
　

水
切

工
延

長
：

1
6
0
0

4650

計
画

は
つ

り
深

さ

既設コンクリート 既設鉄筋

コンクリート損傷部 1カッター工

2はつり工

5断面修復工

4 鉄 筋 ケ レ ン ・ 防 錆 処 理

既設鉄筋

カッター工  断面修復材

鋼
材

純
か

ぶ
り

既設鉄筋

3プライマー工

下
流

側
　

水
切

工
延

長
：

1
6
0
0

D1：断面修復工

アスファルト舗装t=70mm

750 3700 200

4650

3
0
0

断面修復工表面含浸工（ケイ酸塩系）

H1：表面含浸工 

100

断面修復工



下 部工補修計画図

〔 第 二 天 狗 橋 〕

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 7　 /　 1 1

徳島県東部県 土整備局（吉野川庁 舎）

図 示

下部工補修計画図

側 面 図
Ｓ＝1 : 5 0

至 石井
至 引田

至 石井

至 引田

平 面 図
Ｓ＝1 : 5 0

河 川 縦 断 図
Ｓ＝ 1 : 5 0

〔右岸:石井側〕

〔左岸:引田側〕

1:2
.0

※CAD計測

※CAD計測

除去量：〔（0.840+1.580）/2〕×1.450＝1.755≒1.8m3

※橋台下端以深の土石は除去しないこと

1:2
.0

1
2

3

4

5
6

7

8

9
10

11

12

　　 転石サイズ
　 　L    B    H
 1：1.0×0.4×0.3
 2：0.8×0.3×0.2
 3：0.7×0.4×0.2
 4：0.6×0.3×0.2
 5：0.6×0.5×0.2
 6：0.8×0.3×0.2
 7：0.5×0.2×0.2
 8：0.4×0.2×0.2
 9：0.5×0.4×0.2
10：0.6×0.4×0.3
11：0.5×0.3×0.3
12：0.6×0.3×0.3

※現地踏査時の地表面転石
※巨石の場合には割石して再利用

角形じゃかご（パネルタイプ）

W=1.20m3

〔H500×B1200×L2000〕

〔網目150-線径4-亜鉛メッキ仕様〕

〔 第 二 天 狗 橋 〕

崩土
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243.21

T-3

T-4

AS R

ASR

CO

石積

石積

CO

AS R

DL=230.000

DL=230.000

DL=230.000

当 初 図 面

板野郡上板町泉 谷（第二南道橋他）

（主）石井引田線

Ｒ６吉土 　石井引田線（第 二南道橋他）

上板・泉 谷　橋梁補修工事（ 担い手確保型）

橋長：2650

535 5151600

角形じゃかご

土石撤去（右岸面積）:0.840m2

土石撤去（左岸面積）:1.580m2

1450

※橋台下端以深の土石は撤去しないこと

角形じゃかご
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〔 第 一 中 津 尾 橋 〕

補修工種一覧

補修工種 補修材料

1上部工補修工

ポリマーセメントモルタル断面修復工

補修箇所

ケイ酸塩系表面含浸剤表面含浸工

ゴム製後付水切材水切工

エポキシ樹脂ひび割れ注入工

エポキシ樹脂ひび割れ充填工

頂版・側壁・側面

頂版

側壁

側壁・側面

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 8　 /　 1 1

徳島県東部県 土整備局（吉野川庁 舎）

図 示

橋梁補修計画一般図

側 面 図
Ｓ＝1 : 5 0

※実測値：5420

※実測値：5360

至 引田
至 石井

平 面 図
Ｓ＝1 : 5 0

　断面修復工
　表面含浸工
　水切工

　断面修復工
　ひび割れ注入工

　ひび割れ注入工
　ひび割れ充填工

　断面修復工
　表面含浸工
　水切工 　ひび割れ注入工

　ひび割れ充填工

　断面修復工

　断面修復工

　ひび割れ注入工

　断面修復工
　ひび割れ充填工

　断面修復工

〔 第 一 中 津 尾 橋 〕

橋梁補修 計画一般図

側 壁 断 面 図
Ｓ＝1 : 5 0

上 流 側 断 面 図
Ｓ＝1 : 3 0

下 流 側 断 面 図
Ｓ＝1 : 3 0

AS R
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R

AS
R

DL=297.000

DL=297.000

DL=298.000

崩土
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301.08
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301.03
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300.65
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300.82

302.41

301.75

303.18

300.61

300.43

301.07

KBM(T-5)H=300.000

T-5
T-6

河
川
名
不
明

当 初 図 面

板野郡上板町泉 谷（第二南道橋他）

（主）石井引田線

Ｒ６吉土 　石井引田線（第 二南道橋他）

上板・泉 谷　橋梁補修工事（ 担い手確保型）
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2000200 200
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S＝1:1

（平均1ｍｍ）

上部工補修計画図（１）

〔 第 一 中 津 尾 橋 〕

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号 9　 /　 1 1

徳島県東部県 土整備局（吉野川庁 舎）

図 示

上部工補修計画図（１）

補修数量表－３（水切工）

頂版平面図 ※上方からの鳥瞰図

S=1:20

上流側断面図

S=1:20

断面修復工 詳細図

　
　

t
=
6
0
m
m

主桁配力筋鉄筋径： D 1 3 ( 調査結果)

（深さ1 0 m m ）（ポリマーセメントモルタル）

4
0
m
m
と

想
定

コンクリートはつり工 
注)鉄筋位置において内部鉄筋腐食が確認された場合は、腐食鉄筋のケレン作業が確実に行える位置まではつりを行うこと。
　※設計数量の算出は、鉄筋までの純かぶり40mm程度、配力筋鉄筋径をD13と想定して60mmで設定している。

　【施工手順（断面修復工）】
　　1.カッター工
　　　深さ10mm程度の切込みを入れる。
　　2.はつり工
　　　はつり作業は健全なコンクリートへの影響を避けるため、
　　　ピックハンマ等により慎重に作業を行い、作業後には周辺
　　　部に浮きが生じていないことを確認する。
　　　はつり範囲は原則として「計画図」に示す範囲とするが、
　　　劣化部が確認された場合は、状況に応じて範囲を拡げる。
　　3.鉄筋ケレン錆除去工（ケレン）
　　　ワイヤーブラシ等を用いて鉄筋表面の錆を落とす。
　　4.鉄筋防錆処理工
　　　錆落としを行った鉄筋表面に刷毛を用いて鉄筋防錆材を塗
　　　布する。
　  5.断面修復工（左官工法）
　　　ポリマーセメントモルタルをコテ塗りし、当初形状に戻す。
　　　※使用材料は監督員に確認の上決定する。
　　　※1層あたりの施工厚さはモルタルの付着性，材料特性を考
　　　　慮して設定する。（標準施工厚さ：20～30mm）
　　　※鉄筋の背面に空隙を残さないよう注意する。
　　　※修復後の鉄筋被りが少ない組立鉄筋等は、内側に折曲げて
　　　　極力被りを確保する。

補修箇所
補修断面形状 補修断面積

D 1 0.090

(m) (m2)

D 2

D 3

補修数量表－１（断面修復工）

0.45×0.20

0.1800.40×0.45

2.1601.80×1.20

上部工（頂版）

断面修復工面積　A=2.430m2

断面修復工体積　W= 0.146m3

※断面修復厚60mmと設定

A=0.45×0.20=0.09m2

A=0.40×0.45=0.18m2 A=1.80×1.20=2.16m2

表面含浸工 詳細図
ケイ酸塩系表面含浸工

補修断面積(m2)
  ※CAD計測

H 1 8.829

表面含浸工面積：A=8.829m2

補修数量表－２（表面含浸工）

補修箇所

頂版

H1=頂版-(ΣD1～D3)
  =8.829m2（CAD計測）

〔 第 一 中 津 尾 橋 〕

水切工 詳細図 S=1:10

※接着剤数量：1200kg/m3×0.001m×0.025m×1.15×Ｌ＝0.0345Ｌ

補修材料

水切工

補修箇所

接着剤

下流側

上流側

L1=2.124m

L2=2.124m

補修数量

W1=0.073kg

W2=0.073kg

補修数量

合計

L=4.248m

W=0.146kg
下流側

上流側

下流側 上流側

A1

A2

施工フロー

下地処理

ケイ酸塩系表面含浸材

1回塗り 0.20kg/m2

工程 使用材料 標準塗布量 塗装方法

下地処理

1回塗り

- - サンダーケレン等

刷毛

ローラー刷毛

0.20kg/m2表面含浸材

（1液性)

ケイ酸塩系

にさらされないように養生。

以下であることを確認してから作業を行う。

養生工 塗布完了後48時間は、塗布面が直接雨等

標準塗布量（0.20kg/m2 ）を1回塗布。塗布・含浸工

コンクリートの表面含水率を測定し、8%表面含水率の測定

塗布面に付着している・ほこり等を除去。下地処理工

当 初 図 面

板野郡上板町泉 谷（第二南道橋他）

（主）石井引田線

Ｒ６吉土 　石井引田線（第 二南道橋他）

上板・泉 谷　橋梁補修工事（ 担い手確保型）
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2
0エポキシ樹脂接着剤
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2
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延
長

：
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4

5300

2
0
0

1
5
0

1
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1
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0

2
4
0
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計
画

は
つ

り
深

さ

既設コンクリート 既設鉄筋

コンクリート損傷部 1カッター工

2はつり工

5断面修復工

4 鉄 筋 ケ レ ン ・ 防 錆 処 理

既設鉄筋

カッター工  断面修復材

鋼
材

純
か

ぶ
り

既設鉄筋

3プライマー工

D1：断面修復工

D2：断面修復工 D3：断面修復工

上
流

側
　
水

切
工

延
長

：
2
1
2
4

H1：表面含浸工 

100



〔 第 一 中 津 尾 橋 〕

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

徳島県東部県 土整備局（吉野川庁 舎）

上部工補修計画図（２）

1 0　 / 　 1 1S = 1 : 2 0

上部工補修計画図（２）

清　　　　掃

プライマー塗布

ひびわれ面のＵカット

施 工 フ ロ ー

充填材を充填

仕　上　げ

養　　　生

ひびわれ注入工 詳細図

注入量Vは下式より算出する。

　V=1200・b・h・L・1.15
　 =1200*(b/1000)*0.06*L*1.15
   =0.0828*b*L

※ひび割れ注入工対象幅は0.2mm以上0.4mm以下とする。

※注入器設置間隔：標準＠3 0 0 m m

ここに、

  V    :注入量(kg)

  1200 :エポキシ樹脂系注入材比重(kg/m3)

　b    :びびわれ幅(mm)

　h　　:びびわれ深さ（60mmと仮定）

　L    :ひび割れ延長(m)

  1.15 :ロス率

（W 3 0 m m × t 5 m m）

(エポキシ樹脂系）

ひび割れ充填工 詳細図

使用材料区分 標準設計量

プライマー 0.15kg/m2

ポリマーセメント系 1800kg/m3

エポキシ樹脂系 1700kg/m3

※ひび割れ充填工対象幅は0.5mm以上とする。

幅b(mm)

HJ 1 0.80

延長L(m)

2.30

補修部位 規格

エポキシ樹脂系

ひび割れ充填工延長 合計 L=2.30m

補修数量表－３（ひびわれ充填工）

プライマーおよび充填材の標準設計量は下表のとおりとする。

側壁（右岸側）

S=1:20 S=1:20

側壁（左岸側）

断面修復工 詳細図

　
　

t
=
6
0
m
m

主桁配力筋鉄筋径： D 1 3 ( 調査結果)

（深さ1 0 m m ）（ポリマーセメントモルタル）

4
0
m
m
と

想
定

コンクリートはつり工 
注)鉄筋位置において内部鉄筋腐食が確認された場合は、腐食鉄筋のケレン作業が確実に行える位置まではつりを行うこと。
　※設計数量の算出は、頂版はつり調査結果を参照し鉄筋までの純かぶり40mm程度、配力筋鉄筋径をD13と想定して60mmで設定している。

　【施工手順（断面修復工）】
　　1.カッター工
　　　深さ10mm程度の切込みを入れる。
　　2.はつり工
　　　はつり作業は健全なコンクリートへの影響を避けるため、
　　　ピックハンマ等により慎重に作業を行い、作業後には周辺
　　　部に浮きが生じていないことを確認する。
　　　はつり範囲は原則として「計画図」に示す範囲とするが、
　　　劣化部が確認された場合は、状況に応じて範囲を拡げる。
　　3.鉄筋ケレン錆除去工（ケレン）
　　　ワイヤーブラシ等を用いて鉄筋表面の錆を落とす。
　　4.鉄筋防錆処理工
　　　錆落としを行った鉄筋表面に刷毛を用いて鉄筋防錆材を塗
　　　布する。
　  5.断面修復工（左官工法）
　　　ポリマーセメントモルタルをコテ塗りし、当初形状に戻す。
　　　※使用材料は監督員に確認の上決定する。
　　　※1層あたりの施工厚さはモルタルの付着性，材料特性を考
　　　　慮して設定する。（標準施工厚さ：20～30mm）
　　　※鉄筋の背面に空隙を残さないよう注意する。
　　　※修復後の鉄筋被りが少ない組立鉄筋等は、内側に折曲げて
　　　　極力被りを確保する。

補修箇所
補修断面形状 補修断面積

D 1 0.010

(m) (m2)

D 2

D 3

補修数量表－１（断面修復工）

0.10×0.10

0.5200.40×1.30

0.1350.15×0.90

上部工（側壁）

断面修復工面積　A=0.755m2

断面修復工体積　W= 0.045m3

※断面修復厚60mmと設定

A=0.10×0.10=0.01m2

A=0.40×1.30=0.52m2 A=0.15×0.90=0.135m2 A=0.30×0.30=0.09m2

D 4 0.0900.30×0.30

補修数量表－２（ひびわれ注入工）

HW1：L=0.45m

HW3：L=0.16m

HW2：L=0.46m

HW4：L=1.00m

HW5：L=0.50m

HW6：L=1.50m

HW7：L=0.65m

HW8：L=0.97m HW9：L=0.30m

HW10：L=0.45m

HW11：L=1.85mHJ1：L=2.30m

S=1:20〔 第 一 中 津 尾 橋 〕

下流側 上流側 上流側 下流側

施工フロー

清　掃

注入用パイプセット

ひびわれ面シール

注　入

パイプ撤去

シール材撤去

仕　上　げ

※側壁ひび割れ深さ（想定）
　h＝60mm：鉄筋被り深さ参照

補修部位 番号

HW1

延長L(m)

0.45

HW3 0.16

HW6 1.50

HW9 0.30

HW10 0.45

右岸側

5箇所 2.86合　計

左岸側

ひびわれ幅:0.20

補修部位 番号

HW2

延長L(m)

0.46

HW4 1.00

HW5 0.50

HW7 0.65

HW8 0.97

右岸側

5箇所 3.58合　計

ひびわれ幅:0.30

補修部位 番号

HW11

延長L(m)

1.85

1箇所 1.85合　計

ひびわれ幅:0.40

右岸側

当 初 図 面

板野郡上板町泉 谷（第二南道橋他）

（主）石井引田線

Ｒ６吉土 　石井引田線（第 二南道橋他）

上板・泉 谷　橋梁補修工事（ 担い手確保型）

カートリッジ(エポキシ樹脂注入材)

自動低圧注入器

既設鉄筋

エポキシ樹脂シール

b
=
2
0
m
m

h=20mmd

充填材　

5300

1
2
0
0

5300

1
2
0
0

計
画

は
つ

り
深

さ

既設コンク リート 既 設鉄筋

コンクリート損傷部 1カッター工

2はつり工

5断面修復工

4 鉄 筋 ケ レ ン ・ 防 錆 処 理

既設鉄筋

カッター工  断面修復材

鋼
材

純
か

ぶ
り

既設鉄筋

3プライマー工

D1：断面修復工

D2：断面修復工 D3：断面修復工 D4：断面修復工

ひびわれ注入工

ひびわれ注入工

ひびわれ注入工

ひびわれ注入工

ひびわれ注入工

ひびわれ注入工

ひびわれ注入工

ひびわれ注入工 ひびわれ注入工

ひびわれ注入工

ひびわれ注入工ひびわれ充填工

0
.
8



〔 第 一 中 津 尾 橋 〕

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図面番号

徳島県東部県 土整備局（吉野川庁 舎）

上部工補修計画図（３）

1 1　 / 　 1 1S = 1 : 2 0

上部工補修計画図（３）

側面図（下流側）

S=1:20S=1:20

側面図（上流側）

清　　　　掃

プライマー塗布

ひびわれ面のＵカット

施 工 フ ロ ー

充填材を充填

仕　上　げ

養　　　生(エポキシ樹脂系）
(ポリマーセメント系)

ひび割れ充填工 詳細図

使用材料区分 標準設計量

プライマー 0.15kg/m2

ポリマーセメント系 1800kg/m3

エポキシ樹脂系 1700kg/m3

※ひび割れ充填工対象幅は0.5mm以上とする。

幅b(mm) 延長L(m)補修部位 規格

ひび割れ充填工延長 合計 L=0.47m

補修数量表－２（ひびわれ充填工）

プライマーおよび充填材の標準設計量は下表のとおりとする。

断面修復工 詳細図

　
　

t
=
6
0
m
m

主桁配力筋鉄筋径：D 1 3 ( 調査結果 )

（深さ 1 0 m m）（ポリマーセメントモルタル）

4
0
m
m
と

想
定

コンクリートはつり工 
注)鉄筋位置において内部鉄筋腐食が確認された場合は、腐食鉄筋のケレン作業が確実に行える位置まではつりを行うこと。
　※設計数量の算出は、頂版はつり調査結果を参照し鉄筋までの純かぶり40mm程度、配力筋鉄筋径をD13と想定して60mmで設定している。

　【施工手順（断面修復工）】
　　1.カッター工
　　　深さ10mm程度の切込みを入れる。
　　2.はつり工
　　　はつり作業は健全なコンクリートへの影響を避けるため、
　　　ピックハンマ等により慎重に作業を行い、作業後には周辺
　　　部に浮きが生じていないことを確認する。
　　　はつり範囲は原則として「計画図」に示す範囲とするが、
　　　劣化部が確認された場合は、状況に応じて範囲を拡げる。
　　3.鉄筋ケレン錆除去工（ケレン）
　　　ワイヤーブラシ等を用いて鉄筋表面の錆を落とす。
　　4.鉄筋防錆処理工
　　　錆落としを行った鉄筋表面に刷毛を用いて鉄筋防錆材を塗
　　　布する。
　  5.断面修復工（左官工法）
　　　ポリマーセメントモルタルをコテ塗りし、当初形状に戻す。
　　　※使用材料は監督員に確認の上決定する。
　　　※1層あたりの施工厚さはモルタルの付着性，材料特性を考
　　　　慮して設定する。（標準施工厚さ：20～30mm）
　　　※鉄筋の背面に空隙を残さないよう注意する。
　　　※修復後の鉄筋被りが少ない組立鉄筋等は、内側に折曲げて
　　　　極力被りを確保する。

補修箇所
補修断面形状 補修断面積

D 1 0.270

(m) (m2)

D 2

D 3

補修数量表－１（断面修復工）

1.35×0.20

0.211CAD計測

0.021CAD計測

上部工（呑口部・吐口部）

断面修復工面積　A=0.502m2

断面修復工体積　W= 0.030m3

※断面修復厚60mmと設定

～
1
0
.
0

A=1.35×0.20=0.27m2 A=0.211m2（CAD計測）

A=0.021m2（CAD計測）

HJ 2 4.00 0.47 エポキシ樹脂系

HJ2：L=0.47m

HJ1：L=0.31m HJ3：L=1.83m

幅b(mm)

HJ 1 10.00

延長L(m)

0.31

補修部位 規格

ポリマーセメント系

ひび割れ充填工延長 合計 L=2.14m

補修数量表－３（ひびわれ充填工）

HJ 3 5.00 1.83 ポリマーセメント系

S=1:20〔 第 一 中 津 尾 橋 〕

A1 A2A2 A1

当 初 図 面

板野郡上板町泉 谷（第二南道橋他）

（主）石井引田線

Ｒ６吉土 　石井引田線（第 二南道橋他）

上板・泉 谷　橋梁補修工事（ 担い手確保型）
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m
m

h=20mmd

充填材　

計
画
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り
深

さ

既設コンクリート 既設鉄筋

コンクリート損傷部 1カッター工

2はつり工

5断面修復工

4 鉄 筋 ケ レ ン ・ 防 錆 処 理

既設鉄筋

カッター工  断面修復材

鋼
材

純
か

ぶ
り

既設鉄筋

3プライマー工
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D1：断面修復工 D2：断面修復工

D3：断面修復工

ひびわれ充填工

ひびわれ充填工 ひびわれ充填工


